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※平成 年 月末作成

 

Ⅰ 研究主題設定の理由 
本年度４月及び５月に各研究員が担任をする学級の実態を分析したところ な的決解題問「、

学習の充実に取り組んではいるが、児童に社会的事象の意味や特色を考えさせるための手だ

てが不十分であり、児童の発言や記述は社会的事象の事実を羅列するだけになっていること

が多い。」という課題が見いだされた。また「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議の

まとめ」には、現行学習指導要領の課題として「資料から読み取った情報を基にして社会的

事象の特色や意味などについて比較したり関連付けたり多面的・多角的に考察したりして表

現する力の育成が不十分であることが指摘されている。」と述べられている。

本研究では、これらの課題の改善を図るためには、児童に社会的事象の意味や特色につい

て考えるための手段を身に付けさせることが必要であると考え、「追究の視点や方法」を用い

た指導の工夫を行うこととした。

具体的な指導の工夫について検討する際、本研究では前述の「次期学習指導要領等に向け

たこれまでの審議のまとめ」において示されている、「社会的事象の見方や考え方」に注目し

た。「社会的事象の見方や考え方」は、「問題解決的な学習において、社会的事象の意味や意

義、特色や相互の関連を考察したり、社会に見られる課題を把握して解決に向けて構想した

りする際の視点や方法」と説明されており、「追究の視点や方法」とも示されている。本研究

では、例示されている追究の視点（位置や空間的な広がり、時期や時間の経過、事象や人々

の相互関係）や方法（比較、分類、総合、地域の人々や国民の生活と関連付ける）を、どの

ように実際の授業に取り入れていくか検討を行っていくことで、研究主題に迫ることができ

ると考えた。

はじめに、授業前に行う教材分析や指導計画の作成を「追究の視点や方法を用いた授業づ

くり」と称し、各分科会共通の手だてとして位置付け、追究の視点や方法を授業の中でどの

ように活用できるのか検討を行った。この検討

次に、「追究の視点や方法を用いた授業づくり」の結果を基に、各分科会の課題を改善する

ための効果的な工夫について検討し、各学年の児童の成長段階に合わせた手段を用いて授業

改善を行うこととした。

以上のような授業改善を行っていけば、児童は追究の視点や方法を用いて社会的事象の意

味や特色を考えることができるようになると考え、本研究主題及び副主題を設定した。

表１ 様々な問いの分類
〇 疑 問…児童の素朴な疑問
〇 問 い…疑問を追究の視点や方法をも

とにまとめたもの
〇 学習問題…単元を通して解決すべきもの
〇 学習課題…１単位時間で解決すべきもの

研究主題

社会的事象の意味や特色を考える児童の育成
～追究の視点や方法を用いた指導の工夫～

の中では、児童にどのような「問い」をもたせ

るかが重要と考えた。そこで様々な問いについ

て分析し、表１のように整理した。その上で、

追究の視点や方法を用いて教材分析を行い、児

童が主体的になれるように発問や資料の検討を

含めた指導計画を作成することとした。
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第３学年及び第４学年分科会研究主題 
 
 

Ⅰ 分科会研究主題設定の理由

本分科会で１学期に授業内容や児童の実態について分析を行った結果、教師による「つか

む」段階での資料や発問の吟味が十分でない、という課題が見いだされた。そのため、追究

の視点や方法を用いた授業づくりが十分にできておらず、「つかむ」段階においてその後の学

習活動に見通しをもてていなかったり、意欲的に調べ学習に取り組んでいても、その結果が

地域社会の特色や相互の関連にうまく結びついていなかったり、という児童の姿につながっ

ていることが分かった。

例えば今年度７月に、第４学年において実施した「江戸の文化を今に伝える浅草のまち」

の実践を行った際、次のような課題が見られた。

「つかむ」段階において、多くの観光客でにぎわっている雷門や仲見世の写真から学習問

題を見いだし、「伝統文化」「お店」「交通」などに注目して調べ活動に取り組んだ。児童は意

欲的に調査活動を行っていたが、「まとめる」段階では浅草の観光案内が中心になっていた。

観光地としての浅草の様子は理解できたが、東京都の特色の一つとして捉えさせたかった、

そこで本分科会では、つかむ段階の学習活動について改善を行うための研究に取り組むこ

ととした。具体的には、以下の２点について研究を進めることとした。

① 教師が追究の視点や方法をもって教材分析を行い、資料や発問を吟味する。そして、

それらを基に、児童にもたせたい問いや学習問題を設定する。

② 児童から生まれる「どうなっているだろう。」「これはなぜなのだろう。」といった疑問

や「～なのではないか」といった推論が、①で設定した問いや学習問題に自然と集約さ

れる資料提示や発問を行う。そして、問いや推論から学習問題の予想を立てさせ、それ

らを生かした学習計画をたてさせる。

これらの手だてを教師が実践していくことで、児童は単元の目標に向かった問いや学習問

題に自然と近づけることができると考えた。また、自分が抱いた疑問や予想が自然な形で問

いや学習問題に集約され、さらには学習計画の中に問いが学習課題として反映されていくこ

とで、児童の学習意欲が持続していくと考える。以上のことから、分科会研究主題を「地域

社会の特色や相互の関連について考えるための指導の工夫」とした。

地域社会の特色や相互の関連について考えさせるための指導の工夫

地域の伝統を保護・活用していく人々の努力に目を向けさせることができなかった。「つか

む」段階で写真資料や地図帳を中心に扱い、児童は「何がどこにあるのか」といった問いば

かりになってしまい、「浅草のガイドマップを作る」という印象が強くなってしまったことが

原因と分析している。授業づくりの際、「位置や空間的な広がりの視点」（以下「空間的な視点」）

だけでなく、「時期や時間の経過の視点」（以下「時間的な視点」）や「事象や人々の相互関係の

視点」（以下「関係的な視点」）も含んだ問いに集約されていくよう、「つかむ」段階で資料や

発問を吟味しておく必要があった。
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れる資料提示や発問を行う。そして、問いや推論から学習問題の予想を立てさせ、それ

らを生かした学習計画をたてさせる。

これらの手だてを教師が実践していくことで、児童は単元の目標に向かった問いや学習問

題に自然と近づけることができると考えた。また、自分が抱いた疑問や予想が自然な形で問

いや学習問題に集約され、さらには学習計画の中に問いが学習課題として反映されていくこ

とで、児童の学習意欲が持続していくと考える。以上のことから、分科会研究主題を「地域

社会の特色や相互の関連について考えるための指導の工夫」とした。

地域社会の特色や相互の関連について考えさせるための指導の工夫

地域の伝統を保護・活用していく人々の努力に目を向けさせることができなかった。「つか

む」段階で写真資料や地図帳を中心に扱い、児童は「何がどこにあるのか」といった問いば

かりになってしまい、「浅草のガイドマップを作る」という印象が強くなってしまったことが

原因と分析している。授業づくりの際、「位置や空間的な広がりの視点」（以下「空間的な視点」）

だけでなく、「時期や時間の経過の視点」（以下「時間的な視点」）や「事象や人々の相互関係の

視点」（以下「関係的な視点」）も含んだ問いに集約されていくよう、「つかむ」段階で資料や

発問を吟味しておく必要があった。

Ⅱ 研究の仮説

教師が追究の視点や方法を用いて教材分析を行い、つかむ段階の資料や発問を精選するこ

とで、社会的事象と児童を出合わせる際、疑問や推論をもたせたり、疑問や推論と問いをつ

なげやすくする学習過程を通して学習問題を設定したりできれば、児意は地域社会の特色や

相互の関連について考えることができるようになるであろう。

Ⅲ 研究構想図

〔研究仮説〕 
教師が追究の視点や方法を用いて教材分析を行い、つかむ段階の資料や発問を精選するこ

とで、社会的事象と児童を出合わせる際、疑問や推論をもたせたり、疑問や推論と問いを

つなげやすくする学習過程を通して学習問題を設定したりできれば、児意は地域社会の特

色や相互の関連について考えることができるようになるであろう。

 

〔小学校学習指導要領〕 
社会 目標

社会生活についての

理解を図り、我が国の国

土と歴史に対する理解

と愛情を育て、国際社会

に生きる平和で民主的

な国家・社会の形成者と

して必要な公民的資質

の基礎を養う。 

〔第３学年及び第４学年分科会研究主題〕 
地域社会の特色や相互の関連に 

ついて考えるための指導の工夫 

〔研究員全体テーマ〕 
思考力・判断力・表現力等を高めるための

授業改善 

 
〔小学校社会部会の研究主題〕 
社会的事象の意味や特色を考える児童の育成 
～追究の視点や方法を活用した指導の工夫～ 

〔児童の実態〕 
 
・ 人々の工夫や

努力を考える

ための問いを

見いだすこと

に課題がある。 
 
・ 地域社会の特

色や相互の関

連について考

えることが十

分にできてい

ない。 
 

 
第３学年及び第４学年の 
目標及び内容 

〔育てたい児童像〕 
・見通しをもって追究することのできる児童 
・地域社会の特色や相互の関連について考えることができる児童 

【研究の内容・手だて】

１ 追究の視点や方法を用いた授業づくりの工夫 
(1) 学習指導要領の内容から「調べること」と「考えること」を読み取る。 
(2) どのような追究の視点や方法を活用し、児童に追究活動を行わせるか検討する。 
(3) 学習問題を設定させるための資料と発問の吟味を行う。 
(4) 児童にもたせたい「問い」を設定する。 

 
２ 疑問を学習問題につなげる学習活動の工夫 
・ 「つかむ」段階に、児童の疑問や推論を集約し、問いをもつ時間を位置付ける。 
・ 問いを集約し、学習問題を見いださせることにつながる発問を行う。 
・ 問いを生かした学習計画をたてさせ、児童が学習の見通しをもてるようにする。 
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Ⅳ 研究の内容

１ 追究の視点や方法を用いた授業づくり

【授業づくりの例】第３学年「販売」の学習

 
手順１ 学習指導要領解説から「調べること」「考えること」を読み取り、追究の視点や

方法を明らかにする。

 
 
 
 

手順２ 明らかとなった追究の視点や方法をもとに、調べるための「資料」「理解させたい内

容」を吟味する。
上述〔調べること〕の①～④を調べるための「資料（☆）」「理解させたい内容（◇）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

手順１ 学習指導要領解説から「調べること」「考えること」を読み取り、追究の視点

や方法を明らかにする。

手順２ 明らかとなった追究の視点や方法をもとに、調べさせるための「発問」「資料」を

吟味する。
 

〈「発問」・「資料」吟味の視点〉※太字は３・４年で活用が予想される視点の例

〈決定した「発問◇」・「資料☆」〉

手順３ 手順１と２を基に、問いや学習問題を設定する。

〇これらの問いから分かることを明らかにし、学習問題を設定する。 

① 空間的な視点･･･販売に関する店の地理的位置と分布に着目 
☆地域の地図 ◇どこにお店があるのか。 ◇どこにお店は多いのか。 

② 関係的な視点･･･販売に関する店と自分たちとのつながりに着目 
☆買い物調べ ◇どこで、どんなものを買っているのか。 

③ 関係的な視点･･･販売に関する仕事に携わる人々の工夫に着目
☆お店の俯瞰図と働く人の写真
◇お店の人はどのようなことをしているのか。
◇お店の人はどのような仕事をしているのか。

④ 空間的な視点･･･商品が送られてくる都道府県や外国の地理的位置 
☆日本地図 ☆世界地図 ◇どこから商品は来ているのか。

学習問題：スーパーマーケットでは、どのような工夫をしているのだろうか。 

〇 商品には、どのような工夫があるのか。 ･･･関係的に追究していく問い 
〇 施設には、どのような工夫があるのか。 ･･･関係的に追究していく問い 
〇 サービスには、どのような工夫があるのか･･･関係的に追究していく問い 
 
※ 追究していく過程で見いださせる問い 
〇 商品は、どこから来ているのか。 ･･･空間的に追究していく問い 

位置や空間的な広がり 
〈発問の視点〉 
地理的位置、分布、地形、環境、

気候、範囲、地域、構成、自然

条件、社会的条件、土地利用等 
〈発問の例〉 
・どのように広がっているのだ 

ろう。 
・なぜこの場所に集まっている

のだろう。等 

〈資料〉 
・日本地図 ・地域地図 
・俯瞰図等 

時期や時間の経過 
〈発問の視点〉 
時代、記録、由来、背景、変化、

発展、継承、維持、向上、計画、

持続可能性等 
〈発問の例〉 
・いつどのような理由で始まっ

たのだろう。 
・どのように変わってきたのだ

ろう。等 

〈資料〉 
・年表  
・同じ場所の時代の違う写真等 

事象や人々の相互関係 
〈発問の視点〉 
工夫、努力、願い、業績、働き、

つながり、関わり、仕組み、協

力、連続、対策、事業、役割、

影響、多様性と共生等 
〈発問の例〉 
・どのような工夫・努力がある

のだろうか。等 

〈資料〉 
・事業にかかわる人々の話 
・働く人々の写真等 

調
べ
る
段
階
で
追
究
す
る 

つ

か

む

段

階

で
追
究
す
る 
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Ⅳ 研究の内容

１ 追究の視点や方法を用いた授業づくり

【授業づくりの例】第３学年「販売」の学習

 
手順１ 学習指導要領解説から「調べること」「考えること」を読み取り、追究の視点や

方法を明らかにする。

 
 
 
 

手順２ 明らかとなった追究の視点や方法をもとに、調べるための「資料」「理解させたい内

容」を吟味する。
上述〔調べること〕の①～④を調べるための「資料（☆）」「理解させたい内容（◇）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

手順１ 学習指導要領解説から「調べること」「考えること」を読み取り、追究の視点

や方法を明らかにする。

手順２ 明らかとなった追究の視点や方法をもとに、調べさせるための「発問」「資料」を

吟味する。
 

〈「発問」・「資料」吟味の視点〉※太字は３・４年で活用が予想される視点の例

〈決定した「発問◇」・「資料☆」〉

手順３ 手順１と２を基に、問いや学習問題を設定する。

〇これらの問いから分かることを明らかにし、学習問題を設定する。 

① 空間的な視点･･･販売に関する店の地理的位置と分布に着目 
☆地域の地図 ◇どこにお店があるのか。 ◇どこにお店は多いのか。 

② 関係的な視点･･･販売に関する店と自分たちとのつながりに着目 
☆買い物調べ ◇どこで、どんなものを買っているのか。 

③ 関係的な視点･･･販売に関する仕事に携わる人々の工夫に着目
☆お店の俯瞰図と働く人の写真
◇お店の人はどのようなことをしているのか。
◇お店の人はどのような仕事をしているのか。

④ 空間的な視点･･･商品が送られてくる都道府県や外国の地理的位置 
☆日本地図 ☆世界地図 ◇どこから商品は来ているのか。

学習問題：スーパーマーケットでは、どのような工夫をしているのだろうか。 

〇 商品には、どのような工夫があるのか。 ･･･関係的に追究していく問い 
〇 施設には、どのような工夫があるのか。 ･･･関係的に追究していく問い 
〇 サービスには、どのような工夫があるのか･･･関係的に追究していく問い 
 
※ 追究していく過程で見いださせる問い 
〇 商品は、どこから来ているのか。 ･･･空間的に追究していく問い 

位置や空間的な広がり 
〈発問の視点〉 
地理的位置、分布、地形、環境、

気候、範囲、地域、構成、自然

条件、社会的条件、土地利用等 
〈発問の例〉 
・どのように広がっているのだ 

ろう。 
・なぜこの場所に集まっている

のだろう。等 

〈資料〉 
・日本地図 ・地域地図 
・俯瞰図等 

時期や時間の経過 
〈発問の視点〉 
時代、記録、由来、背景、変化、

発展、継承、維持、向上、計画、

持続可能性等 
〈発問の例〉 
・いつどのような理由で始まっ

たのだろう。 
・どのように変わってきたのだ

ろう。等 

〈資料〉 
・年表  
・同じ場所の時代の違う写真等 

事象や人々の相互関係 
〈発問の視点〉 
工夫、努力、願い、業績、働き、

つながり、関わり、仕組み、協

力、連続、対策、事業、役割、

影響、多様性と共生等 
〈発問の例〉 
・どのような工夫・努力がある

のだろうか。等 

〈資料〉 
・事業にかかわる人々の話 
・働く人々の写真等 

調
べ
る
段
階
で
追
究
す
る 

つ

か

む

段

階

で
追
究
す
る 

２ 疑問を学習問題へつなげるための学習活動の工夫

本分科会では児童の思考・判断・表現を高め、児童が地域社会の特色や相互の関連につい

て考えるためには教師が問題解決的な学習の場を充実させることが大切であると考えた。そ

のためには児童が問い、学習問題、学習計画を確実に理解することが必要だと捉え、つかむ

段階の学習活動の３点の工夫を行った。 図１参照 。 
１点目は「つかむ」で児童の疑問・推論を集約して問いを 
もつ時間を位置付けることである。児童が社会的事象と出合

う、疑問をもつ、推論をする、推論を分類する等の活動を通

し、追究する問いを見いだすことで、一人一人の疑問や推論

を大切にし、問いへの関心や意識を高めようとした。 
２点目は問いの集約から、分かることを学習問題として設

定するように発問することである。例えば「これらの問いか

ら分かることは何か」と発問し、児童が学習問題を見いだす

ことで、問いと学習問題の関連を意識できるようにした。 
３点目は学習問題を見いだした後、予想をもち、その予想

を生かして学習計画をたてさせる際、問いを生かし、学習の

見通しをもてるようにすることである。一人一人の疑問や推

論を基につくられた問い学習計画を作成することで、問いを

見通しをもって解決できるようにした。 

問いをもって追究するための課題把握段階での実践事例（「ごみのしまつと再利用」）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：ごみ集積所の写真・ごみ収集車の写真・ごみ収集カレンダー

疑問：なぜ種類ごとに集められているのか。 ごみはどこに運ばれるのか。

捨てたごみは、どこに行き、どうなるのか。

 

推論： 燃やせるごみは灰にして小さくするのではないか。リサイクルしているのではないか。

燃やせないごみはつぶすのではないか。

学習問題： わたしたちの出しているごみはどこに行ってどのように処理され

ているのだろうか。

 

社会的事象と出合う

疑問をもつ

資料提示・発問

追究する問いを見いだす

推論する

資料提示・発問

疑問をもつ

学習問題をつくる

資料：集積されるごみの重さ ｔ 最終処分場で処理されるごみの重さ ｔ

疑問：どうしてごみはこんなにも減るのだろうか。

 

問い：

燃やせるごみはどの

ように処理されてい

るのだろう。

問い：

粗大ごみは、どこに行

って、どのように処理

されるのだろうか。

問い：

燃やせないごみは、

どのように処理さ

れているのだろう。

問い： 
リサイクルされるもの

はどのようにリサイク

ルされるのだろう。 
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Ⅴ 実践事例

小単元名 「まちの人々のしごと」

単元の目標

地域の販売について具体的に調べる活動を通して、販売に関する仕事により、自分たち

の生活が支えられていることを知り、販売に携わる人々の工夫を考える。

指導計画 児童の反応 児童の思考 分析

ねらい ○学習活動 ◇発問 資料 追究の視点

つ

か

む

１ 学 校の 周り には

様々な商店がある

ことに気付き、単

元の学習に関心を

もつ。

〇学校の周りにある商店を想起する。

〇学校に周りの商店を調べる。

◇どこにお店がありますか。 
◇どこにお店は多くありますか。

＊買い物した場所

＊学区域地図

見方

「位置や空間の広がり」

・地理的位置 ・分布

考え方・比較

２自分たちは、様々

な商店で買い物を

していることに気

付き、スーパーマ

ーケットを最も利

用していることを

知り、単元の学習

への関心をもつ。

○買い物調べの結果から、自分たちが様々な

商店で買い物をしていることに気付く。

◇どこで、どんなものを買っていますか。

○

買

い

物

調

べ

の

結果から、スーパーマーケット、コンビニ

エンスストア、八百屋等の中で、どこを最

も利用しているか考える。

〇インタビューを基に、消費者がスーパーマ

ーケットを選択する理由を考える

○スーパーマーケットが生活を支えている

ことを想起する。

＊買い物した場所

＊学区域地図

見方

「位置や空間の広がり」

・地理的位置 ・分布

考え方・比較

３疑問や推論をもと

に追究する問いを

明らかにして学習

問題を見いだし、

予想から学習計画

を立てる。

○資料を手掛かりに推論する。

〇推論を分類し、追究する問いをつくる。

〇問いを総合し、分かることから学習問題を

見いだす。

〇学習計画を作成する。

＊保護者へのイン

タビュー

＊お店の俯瞰図

＊お店の人の写真

見方「位置や空間の広がり」

・土地利用・構成

見方「事象や時間の経過」

・計画

見方「事象や人々の相互関

係」

・工夫・努力

考え方「比較・分類・総合」

・いろいろな商店で買い物をして 
いるね。 

・八百屋さんやスーパーで買い物 
をしている人が多いね。 

・少ないけどドラッグストアーで 
買い物をしている人も多いよ。 

わたしたちの身の回りには多くの商店があります。その中で私たちが、最も

買い物をしているのはスーパーマーケットです。スーパーマーケットは私た

ちの生活を支えています。 

 
 
 
 
 

 

〈発問〉 
どうして、多くの消費者はスーパーマーケットで買い物をするのだろう。 

資料１〈スーパーマーケットを選ぶ理由についてのインタビュー〉からの推

論 
・安いからスーパーを選ぶのではないか。 
・商品が色々とあるからスーパーで買い物をするのだろう。 
・新鮮なものが多いから、スーパーマーケットで買い物をするのではないか。 
・駐車場があるからではないか。 

資料２〈スーパーマーケットの俯瞰図〉からの推論 
・試食サービスがあるからだろう。  
・サービスカウンターがあるからではないかだろうか。 
・惣菜を作っている人がいるからだろう。 
・看板があって、何が売っているかよく分かるからではないかな。 
・料理を作っている人がいるからではないかな。 

１・２時の学習

内容を通し、知

ったことをもと

に、児童が必然

的に思いつくと

思われる疑問を

問い返す形で発

問する。また、

見いださせたい

問いに結び付く

推論を出しやす

いような資料を

提示した。 
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Ⅴ 実践事例
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〈発問〉 
どうして、多くの消費者はスーパーマーケットで買い物をするのだろう。 

資料１〈スーパーマーケットを選ぶ理由についてのインタビュー〉からの推

論 
・安いからスーパーを選ぶのではないか。 
・商品が色々とあるからスーパーで買い物をするのだろう。 
・新鮮なものが多いから、スーパーマーケットで買い物をするのではないか。 
・駐車場があるからではないか。 
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・サービスカウンターがあるからではないかだろうか。 
・惣菜を作っている人がいるからだろう。 
・看板があって、何が売っているかよく分かるからではないかな。 
・料理を作っている人がいるからではないかな。 

１・２時の学習

内容を通し、知

ったことをもと

に、児童が必然

的に思いつくと

思われる疑問を

問い返す形で発

問する。また、

見いださせたい

問いに結び付く

推論を出しやす

いような資料を

提示した。 

 

調

べ

る

４５計画を基に、ス

ーパーマーケッ

トを見学し、問

いに対する店の

工 夫 を 見 付 け

る。

○スーパーマーケットへ行って、店の様子を

見学したり、インタビューしたりする。

〇見学して分かった具体的事実をノートに

箇条書きにしていく。

◇商品・サービス・施設の工夫を見つけよう。 

・店長へのインタ

ビュー

・働く人々へのイ

ンタビュー

・お店の様子の見

学

「 事 象 や 人 々 の相 互 関

係」・工夫・努力

６見学して気付いた

ことをまとめ、スー

パーマーケットの

施設の工夫を理解

する。

〇施設について見学したことを分類する。

〇分類した工夫は誰が何をできるようにす

るか考える。

○問いに対する考えをまとめる。

・調べた時の写真

・調べて気付いた

ことの短冊

「 事 象 や 人 々 の相 互 関

係」・工夫・努力

７見学して気付いた

ことをまとめ、ス

ーパーマーケット

のサービスの工夫

を理解する。

〇スーパーマーケットのサービスについて、

見学したことをまとめる。

〇分類した工夫は誰が何をできるようにす

るか考える。

○問いに対する考えをまとめる。

・調べた時の写真

・調べて気付いた

ことの短冊

「事象や人々の相互関係」

「比較・分類・総合」

８見学して気付いた

ことをまとめ、ス

ーパーマーケット

の商品の工夫を理

解する。

〇商品について見学したことを分類する。

〇分類した工夫は誰が何をできるようにす

るか考える。

○問いに対する考えをまとめる。

・調べた時の写真

・調べて気付いた

ことの短冊

「位置や空間の広がり」

「事象や人々の相互関係」

「比較・分類・総合」

ま

と

め

る

９学習問題に対する

自分の考えをまと

め、スーパーマー

ケットで働く人々

の工夫を考える。

○学習内容を想起し、学習問題に対する自分

の考えをまとめる。

○スーパーの店長の を視聴し、自分の考

えを見直す。

・学習の記録

（ノート）

（掲示物）

（黒板記録）

「総合」

〇追究の視点や方法を活用しながら、推論を分類し、追究する問いを決める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇問いから学習問題を見いだす。 
 
 
 
 
〇学習計画をたてる。 

〈関係的な問い〉 
施設の工夫はどのよう

なものか 

 

〈関係的な問い〉 
サービスの工夫はどのよ

うなものか 

誰 で も ト
イ レ が あ
る か ら で
は な い だ
ろうか。 

 

駐輪場・駐
車 場 で は
な い だ ろ
うか。 

 

サービスカ
ウンターが
あるからで
はないだろ
うか。 

 

試食サービ

スがあるか

らではない

か。 
 

多様な商品
があるから
ではないか。 

 

惣菜がある
のからでは
ないか。 

 

〈関係的な問い〉 
商品の工夫はどのようなも

のか 

 
〈学習問題〉
スーパーマーケットで働く人々はどのような工夫をしているのだろうか。

 

（関係的な問い）施設の工夫はどのようなものだろうか。 

（関係的な問い）サービスの工夫はどのようなものだろうか。 

（関係的な問い）商品の工夫はどのようなものだろうか。 

スーパーマーケットで働く人々はお客様の幸せと、
みんなに愛される店にしたいと願って様々な工夫を
している。それを知って、私はその工夫をすること

はいいことだと感じた。

スーパーマーケットで働く人々はみんなの幸せを
願って工夫をしている。それを知って、スーパーマ
ーケットで働く人々が愛され、もうかり、幸せにな

ってほしいと感じた。

推論を、追究の視

点に応じて分類

していく。本実践

では児童と教師

がともに分類し

た。 

問いから分かる

ことを考えるこ

とで、消費者から

働く人々に視点

を無理なく変え、

学習問題を見い

ださせた。 
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Ⅵ 研究の成果

１ 追究の視点や方法を用いた授業づくり

追究の視点や方法を用いた授業づくりを行うことで、教師が事前に追究の視点や方法を

用いて発問や資料の吟味を行うことができるようになり、「つかむ」段階で、児童が社会的

事象の意味や特色を考えるための問いをこれまで以上に見いだせるようになった。

 昨年度までの児童が見いだした問い 今年度の児童の問い 

江戸の文化を今

に伝える浅草の

まち

・浅草にはどのような祭りがあるのだろう。 
・浅草にはどのような古い建物があるのだろう

か。 

・浅草の人々はどのようにして、祭りを長

い間行い続けているのだろうか。 
・浅草の人々はどうして、古い建物をのこ

しつづけているのだろうか。 

自然をいかした

人々の暮らし 
・八丈島の観光の工夫はどのようなものか。 
・八丈島の産業はどのようなものか。 
 

・八丈島は、島のどのような環境をいかし

た、産業をおこなっているのだろうか。 
 

上記のように、追究の視点や方法を用いて発問や資料の吟味を行うことで、児童は地理

的位置、分布、地形、由来、継承、工夫、努力、願い、業績、働き、つながり、関わり、

仕組み、協力等の視点をもち、社会的事象の意味や特色について考えることのできる問い

を見いだせるようになった。

２ 疑問を学習問題へつなげるための学習活動の工夫 
・社会的事象に対する気付き

→児童がもった疑問

○学習課題 ●学習問題

Ａ

児

・たくさんのごみがまとめて捨ててある。

→どこに行くのだろう。

・置くところが決めてある。

→どのような決まりがあって集めるのだ

ろう。

分別して集め

られたゴミは、

どのようにだ

れがしょりす

るのだろう。
Ｂ

児

・同じ服を着た人が二人で作業している。

→たくさんあるから？

→どのくらい時間がかかるのだろう？

→どのくらいゴミが入るのだろう？

個人の疑問や推論を追究の視点や方法を用いて分

類・整理し、問いを見いだしたり、見いだした問いを

もとに学習問題を見いだしたりすることで、一人一人

の疑問を大切にした学習計画を作成できるようにな

った。また、学習の見通しをもてるようになり、自分

で資料を準備するなど意欲的に追究活動を行うよう

になった。その結果、地域社会の特色や相互の関連について、考えをもてるようになっ

た。

Ⅶ 研究の課題

児童の問いや予想から学習計画をたて、思考を途切れない学習活動を展開することには見

通しをもって児童に学習に取り組ませる上で有効であったと考えている。一方で、学習指導

要領の指導内容を網羅するために必要な問いについては教師が提示せざるを得ないものもあ

った。追究活動を進める中で生まれる問いについて、さらに研究を進めたい。

ごみはどこに行くのだろう？

見方「位置や空間の広がり」

ごみすての決まりはなぜあ

る？

見方「事象や人々の相互関係」

ごみは処理の人々の工夫は？

見方「事象や人々の相互関係」
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児

・たくさんのごみがまとめて捨ててある。

→どこに行くのだろう。

・置くところが決めてある。

→どのような決まりがあって集めるのだ

ろう。

分別して集め

られたゴミは、

どのようにだ

れがしょりす

るのだろう。
Ｂ

児

・同じ服を着た人が二人で作業している。

→たくさんあるから？

→どのくらい時間がかかるのだろう？

→どのくらいゴミが入るのだろう？

個人の疑問や推論を追究の視点や方法を用いて分

類・整理し、問いを見いだしたり、見いだした問いを

もとに学習問題を見いだしたりすることで、一人一人

の疑問を大切にした学習計画を作成できるようにな

った。また、学習の見通しをもてるようになり、自分

で資料を準備するなど意欲的に追究活動を行うよう

になった。その結果、地域社会の特色や相互の関連について、考えをもてるようになっ

た。

Ⅶ 研究の課題

児童の問いや予想から学習計画をたて、思考を途切れない学習活動を展開することには見

通しをもって児童に学習に取り組ませる上で有効であったと考えている。一方で、学習指導

要領の指導内容を網羅するために必要な問いについては教師が提示せざるを得ないものもあ

った。追究活動を進める中で生まれる問いについて、さらに研究を進めたい。

ごみはどこに行くのだろう？

見方「位置や空間の広がり」
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る？
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第５学年分科会研究主題

Ⅰ 研究主題設定の理由

主題の設定にあたり、年分科会において１学期の授業分析を行ったところ、調べる段階の

単位時間における児童のまとめの記述が、「稲作農家は田んぼの形を整え、大型機械で作業

できるようにしたり、水の流れをよくしたりする工夫をしている」など、調べた事実の羅列

で終わっていることが多く、それらの事実が「生産の効率を高めるために行われている」と

いう、調べた事実の意図や目的まで考え、記述している児童が約 にとどまっている、とい

う実態があった。そして、単元終末で国土の環境と産業の様子における社会的事象の意味に

ついて考え、正しく捉えていると評価できる児童も同様の割合であった。また、平成 年

月に実施された「児童・生徒の学力向上を図る調査（東京都教育委員会）」の結果を分析した

ところ、意図や背景、理由を理解・解釈・推論して解決する力に関する項目の正答率が ％

と、他の項目に比べて低いという実態が見られた。

これらの実態から 年分科会では、児童が単元終末で社会的事象の意味を正しく捉えられて

いないのは、調べる段階で、児童が調べた事実の意図や目的についてしっかりと考えられて

おらず、そのために１単位時間ごとの理解が不十分なものとなり、単元終末で比較・関連付

け・総合することが難しくなっているのではないかと考えた。

そこで本分科会では、調べる段階の１単位時間ごとの理解を確実にするためには、小学校

学習指導要領「社会」第５学年の「２内容」の各項目のア、イ、ウ…について、学習指導要

領解説が示している「次のことをおさえる必要がある。」以降の具体的な内容を「確かな理解」

と定義し、児童が確実に身に付けることが重要だと考えた。単元終末で児童に社会的事象の

意味を考えさせるためには、調べる段階でこの「確かな理解」を積み重ね、社会的事象の意

味を考える際の根拠にすることが大切であると考えた。

児童が「確かな理解」をするためには、 単位時間ごとに追究の視点や方法が明確になった

課題を設定することが大切だと考えた。知識を追究の視点や方法で整理することで、児童に

身に付けさせる知識が明確になる。その知識を基に、追究の視点や方法が明確になった学習

課題を設定することで、児童は見通しをもって追究することができるようになるからである。

そこで追究の視点や方法を用いた授業づくりの工夫を行っていくこととした。

また、児童が意図や目的まで含んだ「確かな理解」をするために、調べる段階の１単位時

間に調べる活動と、調べた事実を基に考える活動を設定する。また、児童が事実を基に考え

ることのできる発問を工夫する。そうすることにより、調べた事実を基に、その事実の意図

や目的を関連付けながら追究することができ、調べた事実とその意図や目的について「確か

な理解」をすることができると考えた。

このようにして、 追究の視点や方法を用いた授業づくり」「 確かな理解のための指

導の工夫」をしていくことで育てたい児童像に迫ることができると考え、分科会研究主題を

設定した。

国土や産業の様子についての確かな理解を基に、
その意味について考えさせるための指導の工夫
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Ⅱ 研究の仮説

教師が追究の視点や方法を用いて行った教材分析から、追究の視点や方法を明確にした課

題（本時のめあて）を設定し、その課題について、見通しをもって追究させることで、児童

は確かな理解をすることができるであろう。

また、教師が調べる段階の１単位時間ごとに、「事実を調べる活動」と「調べた事実を基に

その意図や目的について考える活動」を意図的に設定し、児童に調べた事実の意図や目的を

考えさせることで、児童の確かな理解につながり、児童はその確かな理解を基に社会的事象

の意味について考え、表現することができるであろう。

Ⅲ 研究構想図

〔児童の実態〕 
〇 国土や産業についての
関心はあるが、自分の問題
として捉えられていない
ため、社会的事象と自分と
のつながりや関わりに気
付くことが難しい。 

〇 各種の資料を選択した
り、効果的に活用したりす
ることに課題がある。 

〇 必要な情報を、主体的に
比較・関連付け・総合して
考える経験が少ない。 

〇 産業に携わる人々の工
夫や努力などを、その人の
立場になって想像し、捉え
ることが難しい。 

〔研究員全体テーマ〕 
思考力・判断力・表現力等を高める

ための授業改善 

〔小学校学習指導要領〕 
社会 目標

社会生活についての

理解を図り、我が国の国

土と歴史に対する理解

と愛情を育て、国際社会

に生きる平和で民主的

な国家・社会の形成者と

して必要な公民的資質

の基礎を養う。 
 

〔小学校社会部会の研究主題〕 
社会的事象の意味や特色を 

考える児童の育成 

～追究の視点や方法を用いた指導の工夫～ 

〔第５学年分科会研究主題〕 
国土や産業の様子についての確か

な理解を基に、その意味について

考えるための指導の工夫 第５学年の目標と内容 

〔育てたい児童像〕 
国土や産業について調べたり考えたりすることを通して、社会的事象について確かな理解を

し、その意味について考えることができる児童 

〔研究仮説〕 
教師が追究の視点や方法を用いて行った教材分析から、追究の視点や方法を明確にした

課題（本時のめあて）を設定し、その課題について、見通しをもって追究させることで、
児童は確かな理解をすることができるであろう。
また、教師が調べる段階の１単位時間ごとに、「事実を調べる活動」と「調べた事実を基に
その意図や目的について考える活動」を意図的に設定し、児童に調べた事実の意図や目的
を考えさせることで、児童の確かな理解につながり、児童はその確かな理解を基に社会的
事象の意味について考え、表現することができるであろう。 

〔研究内容〕 
追究の視点や方法を用いた授業づくり

① 追究の視点（空間・時間・関係）による教材の分析と問いの設定 
② 設定した問いを児童にもたせる工夫 

 
確かな理解のための指導の工夫

①「事実を調べる活動」と「調べた事実を基に意図や目的について考える活動」の設定 

② 調べた事実の意図や目的を考えるための発問の工夫 
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 追究の視点や方法を用いた授業づくり
追究の視点（空間・時間・関係）による教材の分析と問いの設定 
児童が「確かな理解」を積み重ね、社会的事象の意味に迫るためには、追究の視点や方法

を明確にすることによって、児童が何をどう調べればよいかが明らかにし、見通しをもって

調べることが必要と考えた。そこで本分科会では、追究の視点や方法を明確にして教材を分

析し、ねらいに迫るための問いを設定した。その手順は以下の通りである。

設定した課題を児童にもたせる工夫

調べる段階のつかむ場面において、教師が児童に社会的事象についての何に問題意識をも

たせるかが大切だと考えた。ここでは新たに疑問をもたせるというよりも、学習計画に基づ

いて調べるべきことについて、資料や発問の工夫をすることで、児童が追究の視点や方法を

明確にした課題をつかめるようにした。そうすることにより、児童の問題意識が焦点化され、

見通しをもった追究活動となり確かな理解へとつながると考えた。

２ 確かな理解のための指導の工夫

１単位時間の調べる段階に「社会的事象の事実を調べる活動」と「その事実を基に意図や

目的について考える活動」を設定した。また、児童に社会的事象の意図や目的を考えさせる

ための発問の工夫を行うことにより、社会的事象の事実の意図や目的を含んだ「確かな理解」

ができると考えた。

ⅰ 学習指導要領の内容を基に、社会的事象の意味を見いだし、学習問題を設定する。
ⅱ 児童に身に付けさせたい知識を整理する。
ⅲ 整理した知識を追究の視点や方法から分析する。
ⅳ 知識を獲得するための学習課題を設定し、追究する順序を整理する。 
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Ⅴ 実践事例①

この実践事例では、１単位時間で用いた追究の視点と、調べたことを基に児童に考えさせ

るための発問を記録し、その結果目標を達成した児童の記述から、特徴的なものを抽出し、

分析・考察した。

小単元名 「水産業のさかんな地域をたずねて」

小単元の目標

我が国の水産業の様子や国民生活との関連について調べ、産業に従事している人々の工夫

や努力を理解するとともに、水産業の意味や発展について考えることを通して、水産業に関

心をもつ。

実践記録

つ

か

む

①日本の水産業につい

て話し合い、学習問

題を作る。

学習課題

【追究の視点や方法】

調べて分かること

社会的事象の事実

考えて分かること

発問 目的や意図（目標の達成）

調

べ

る

②漁師の人々は、どの

ようにして魚をとっ

ているのだろうか。

【関係的】

・工夫 ・努力

・たくさんの漁の仕方がある。

・漁によって獲る魚の種類

が違う。

・獲った魚は紫外線で殺菌

した海水につけて港まで

運んでいる。

「なぜ魚によって獲

る方法が違うのか、ま

たなぜ紫外線で殺菌

した海水につけて運

ぶのだろうか。」

漁師の人々は、魚の習性

に合わせた方法で効率

的にとり、鮮度を保つ工

夫をして運んでいる。

（ 人／ 人中）

③魚が水揚げされた

後、漁港では誰がど

のような仕事を行っ

ているのだろうか。

【関係的】

・工夫 ・努力

・マグロ一本につき 秒で競

り落とされる。

・加工工場で日付や産地を記

載して、殺菌した海水で

箱詰めされている。

「短い時間で競り落

としたり、紫外線で殺

菌した冷たい海水で

箱詰めしたりするの

はなんのためか。」

漁港で働く人々は、鮮

度を保ち、消費者の安

心、安全のために工夫

している。

（ 人／ 人中）

学習問題① 日本の水産物は、どこでどのように獲られ、わたしたちの元に届

けられているのだろうか。

抽出児童の記述 授業者による分析・考察

つかむ  
 

意図・目的
（考えて分かること）

事実
（調べて分かること）

課
題

Ａ児 漁師の人々は魚による習性を利用して、光を利用

するなど、魚に合った漁法で、よりたくさんの魚を獲れ

るように工夫をしている。

Ｂ児 漁師の人々は、魚を効率的にとるために、魚の習

性を活用して、魚にあった方法で漁をしている。獲った

魚は冷凍庫やいけすに入れて新鮮なまま運ばれている。

考察 農業単元では米作りの工程につ

いての記述が主だったが、水産業では、

漁船における漁師の一つ一つの仕事の

背景を考えさせる発問により、Ａ児は

魚によって漁法が違う理由を、Ｂ児は

漁師の工夫が鮮度を保つため、という

意図や目的について捉えることができ

ている。

Ｂ児 水揚後、短時間でせりが行われたり、働く人々が皆

ルールを守ったりしながら、鮮度と消費者の安心安全を大

切にした仕事が行われている。

考察 「誰がどのような」という

関係的な視点を用いて追究するこ

とにより、Ａ児もＢ児も「誰がど

のような」仕事をしていて、やっ

ていることは違っていても、鮮度

を保つことや、消費者の安心安全

のため、という同じ意図や目的で

行われているということを理解す

ることができている。

Ａ児 せりをしている人は、新鮮度を保つために、マグロ

本 秒でせり落とし、仲卸の加工工場では、箱詰めや出

荷して安全で新鮮なものを食べてもらうために工夫してど

ちらも鮮度を大切にしている。
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荷して安全で新鮮なものを食べてもらうために工夫してど
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④さんまは誰がどのよ

うにして私たちのも

とに届けているのだ

ろうか。

【関係的】

・工夫 ・努力

・保冷トラックのままフェリ

ーで運ばれる。

・飛行機を使うこともある

・輸送手段によって、かかる

費用が違う。

「様々な輸送手段が

あるが、輸送する人

は、どうやって輸送手

段を選んでいるのだ

ろうか。」

時間や費用など、それ

ぞれ輸送手段の利点を

生かした方法で、新鮮

さを保ちながら運んで

いる。（ 人／ 人中）

⑤日本の水産業はどん

な問題を抱えている

のだろうか。 
【時間的】

・変化 ・背景

・水産物の生産量、消費量の

減少

・漁場の制限

・外国との資源争い

・漁業従事者の減少、高齢化

「このままでは、日本

の水産業はどうなっ

てしまうのでしょう

か。」

このままでは我が国の

食生活の中で、食べら

れなくなる魚が出てく

るかもしれない。（ 人

／ 人中）

⑥産業が抱える問題の

解決のために、どの

ような取組がされて

いるのだろうか。

【関係的】

・工夫・努力・対策

・自然環境を利用した環境に

配慮した養殖業が行われ

ている。

・水産資源を守るための栽培
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か。」

自然環境を活かした、
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魚を安定して育てるこ

とで、水産資源の減少

を少しでも防ぎたい。

（ 人／ 人中）

ま

と

め

る

⑦学習問題に対する自分

の考えをまとめよう。

【比較・分類・

関連付け・総合】

（ 人／ 人中）

⑧わたしたちがこれか

らも水産物を食べ続

けるために必要なこ

とは何か。

【時間的】

・発展・持続可能性

・資源を守り、生産量を高め

ていく。

・養殖技術をさらに高める

必要がある。

・自然環境を守る取組が行わ

れている。

「これらの取組は日

本だけが行っていれ

ばよいのだろうか。」

各国と協力して水産資

源確保の取組を続けて

いく必要がある。

（ 人／ 人中）

Ａ児 さんまは運送会社の人が、鮮度を保つた

めに保冷トラックを使い、気候や条件に合わせ

た方法で運んでいる。

Ｂ児 運送会社の人は鮮度と時間に気を付けて

私たちのもとに届けている。漁師や港で働く人

と同じように鮮度に気を付けて運んでいる。

考察 農業単元では生産者から消費者までの

輸送について、「トラックで運んでいる」等の

事実の羅列になってしまっていたが、水産業

では、関係的な視点で追究することによって、

誰がどんなことに気を付けて運んでいるか、

その工夫は漁師や港で働く人と共通している

ことに気付いている。（Ｂ児）

Ａ児 日本の水産業は農業と同じように、働く人

の高齢化、輸入量の増加、消費量の減少などの問

題を抱えている。

Ｂ児 日本の水産業は、自然環境の変化や漁場制

限や外国との資源争いなどによる漁獲高の減少な

どの問題があり、食べられる魚が減るかもしれな

い。

考察 Ａ児は 学期に学習した農業単元の

問題と比較し、関連付けて考えている。時間

的な視点で追究し、調べたことを基に考える

活動を設定したことにより、Ｂ児は現在の問

題からこれからどうなっていくのかという

未来について考え、次時につながる内容につ

いて考えることができていた。

Ａ児 水産業の抱えている問題を解決するために、自然

環境を守りながら、作り育てる漁業を進める必要がある。

そうして、水産資源を守るための取組が行われている。

考察 具体的な取組について調べる

だけでなく、資源を確保するための取

組についても捉えられている。

日本の水産物は、日本の各地の豊かな漁場で、漁師によって工夫してとられ

ており、漁師、港で働く人、魚を輸送する人はそれぞれが「鮮度を保つ工夫」

をすることによって、私たちの元に新鮮な魚を届けている。更に、日本の水

産業は様々な問題を抱えており、解決のためには様々な取組をさらに進める

ことが大切だ。

Ａ児 私たちがこれから魚を食べ続けるためには、魚が住む

環境を大切にしながら作り育てること、資源保護、きまりを

守り、世界で協力合うことが大切だ。

Ｂ児 私たちが魚を食べ続けるために必要なことは、海の資

源や環境を守ることと、外国とのルールを決め、私たちにで

きること（自然を守る、海にごみを捨てない、）など協力する

ことが必要だ。

考察 Ａ児Ｂ児共に、時間的な視点

で考えることにより、これからの水

産業について、より具体的に自分事

として考えることができた。また、

産業の発展という観点から、「日本

だけが・・」と世界的な資源確保の

必要性に目を向けさせたことによ

り、他国との協力が不可欠であるこ

とを捉えさせることができた。
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Ⅵ 実践事例②

実践事例②では、これまでの追究の視点や方法を用いていない実践【実践１】と研究主題に基

づいた理論を用いた実践【実践２】を、教師と児童それぞれの視点ごとに比較することで変容を

分析し、考察することで成果と課題を見出した。

【実践１】 小単元名「米づくりのさかんな地域」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【実践２】 小単元名「広がる情報ネットワーク」

①追究の視点や方法を用いて本時の学習課題を明確にした。

【実践２】 小単元名「広がる情報ネットワーク」

学習問題
米づくりのさかんな地域では、人々がどのような工夫や努力をして、米を生産しているのだろう。

 学習課題 ・児童の記述（まとめ）記述に対する分析 
 

調

べ

る 

第
二
時 

 

米づくりがさ

かんな南魚沼

市にはどのよ

うな特色があ

るのだろうか。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・豊かな自然を生かして米づくりをしている。 

→調べた事実を根拠とする記述がない。

・新潟は新田と名のつく地名が多い。雪が多いなどの独特な特色がある。 
→資料から読み取ったことの一部しか考えに生かされていない。  

・日本一になるにはたくさんの米づくりに合っていることが備わっている。そ

して機械などを使って働いているから日本一になった。 
→提示した資料から読み取れていない、追究の視点からずれたまとめ。  

・南魚沼市は、米づくりに必要な、水、土地などの条件がそろっているので、

米の生産量が日本一である。 
→事実の概要はとらえているが具体例の記述がない。  

 
 
 
 
 
 

ま

と

め

る 

第
九
時 

 
日本の米づくり

について新聞に

まとめよう。

＜まとめの新聞による児童の記述＞

・米ばなれはあるものの日本は米づくりがさかんである。

・ に負けない安くておいしいお米を海外に輸出する。最先端技術を活用し

たローコスト稲作プロジェクトが始まっている。

・正直農業に興味はなかったし、米も普通に手に入るものだと思っていたので、

農家の人が汗を流して作っていることを知り驚いた。

・ふだん何気なく食べているお米だけど、農家の人が一生懸命作っていること

が分かった。だから私は、お米一粒一粒を大切にしたいと思った。

・生産量が消費量とともに減っているだけでなく、働く人の減少や高齢化の問

題もあるから、若い人もやろう。がんばれ米づくり。

・米づくりは奥が深く、人々の協力が大切であることが分かった。

 

【獲得させたい知識】南魚沼市は、山にはさまれた盆地で川も流れてい

る。また、夏は昼夜の気温差が大きく、冬は季節風により雪が多く降る

（事実）この自然条件を生かして米づくりを行っている。（目的） 

教師の発問が具体的

でないため、児童は何

について調べればよ

いか、という見通しを

もちにくい。 

＜考察＞ 
何について調べればよいかという追究の視点が明確になっていないため、児童のまとめの記述が、各々

の書き方でばらつきがある。また、具体的な自然条件（事実）とそれを生かした米づくりを行っている

（意図や目的）ことの両者を結び付けて捉えられていない。また、教師が事実を基に考える活動を明確

に取り入れられていないため、児童の獲得した知識が、事実を基に考え、それらを結び付けて社会的事

象の事実に意図や目的を含んだ「確かな理解」とはなっていない。 

獲得させたい知識 学習課題に対する分析 

新聞にまとめると

いう活動について

の指示を出してお

り、何についてま

とめるのか明確に

なっていない。 

＜考察＞ 
まとめる段階では、日本の農業に携わる人々の工夫や努力について理解し、米づくりがわたしたちの

食生活を支えていることを考えさせる場面である。しかし、日本の農業に携わる人々の工夫や努力につ

いての記述は見られるが、これまで調べてきた社会的事象の事実を比較・関連付け・総合しながら、社

会的事象の意味を考えている児童が少なく、調べた具体的な事実がなく感想のみの児童もいた。これま

での調べる活動が、考える場面を授業展開の中に明確に組み込めていないことと、児童に意図や目的

を考えさせる発問の工夫が足りないこと、が原因であると考えられる。 
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・南魚沼市は、米づくりに必要な、水、土地などの条件がそろっているので、

米の生産量が日本一である。 
→事実の概要はとらえているが具体例の記述がない。  
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日本の米づくり

について新聞に

まとめよう。

＜まとめの新聞による児童の記述＞

・米ばなれはあるものの日本は米づくりがさかんである。

・ に負けない安くておいしいお米を海外に輸出する。最先端技術を活用し

たローコスト稲作プロジェクトが始まっている。

・正直農業に興味はなかったし、米も普通に手に入るものだと思っていたので、

農家の人が汗を流して作っていることを知り驚いた。

・ふだん何気なく食べているお米だけど、農家の人が一生懸命作っていること

が分かった。だから私は、お米一粒一粒を大切にしたいと思った。

・生産量が消費量とともに減っているだけでなく、働く人の減少や高齢化の問

題もあるから、若い人もやろう。がんばれ米づくり。

・米づくりは奥が深く、人々の協力が大切であることが分かった。

 

【獲得させたい知識】南魚沼市は、山にはさまれた盆地で川も流れてい

る。また、夏は昼夜の気温差が大きく、冬は季節風により雪が多く降る

（事実）この自然条件を生かして米づくりを行っている。（目的） 

教師の発問が具体的

でないため、児童は何

について調べればよ

いか、という見通しを

もちにくい。 

＜考察＞ 
何について調べればよいかという追究の視点が明確になっていないため、児童のまとめの記述が、各々

の書き方でばらつきがある。また、具体的な自然条件（事実）とそれを生かした米づくりを行っている

（意図や目的）ことの両者を結び付けて捉えられていない。また、教師が事実を基に考える活動を明確

に取り入れられていないため、児童の獲得した知識が、事実を基に考え、それらを結び付けて社会的事

象の事実に意図や目的を含んだ「確かな理解」とはなっていない。 

獲得させたい知識 学習課題に対する分析 

新聞にまとめると

いう活動について

の指示を出してお

り、何についてま

とめるのか明確に

なっていない。 

＜考察＞ 
まとめる段階では、日本の農業に携わる人々の工夫や努力について理解し、米づくりがわたしたちの

食生活を支えていることを考えさせる場面である。しかし、日本の農業に携わる人々の工夫や努力につ

いての記述は見られるが、これまで調べてきた社会的事象の事実を比較・関連付け・総合しながら、社

会的事象の意味を考えている児童が少なく、調べた具体的な事実がなく感想のみの児童もいた。これま

での調べる活動が、考える場面を授業展開の中に明確に組み込めていないことと、児童に意図や目的

を考えさせる発問の工夫が足りないこと、が原因であると考えられる。 

①追究の視点や方法を用いて本時の学習課題を明確にした。

②社会的事象についての事実を「調べる活動」とその意図や目的を「考える活動」を意図的に設

定した。

※【時間的】→「時期や時間的の経過の視点」による本時の学習課題。

学習課題と追究の視点 ・児童の記述（まとめ）

事実 意図や目的

調

べ

る

第
三
時

年間で図書館の利

用の仕方は、どのよ

うに変わったのだろ

うか。

【時間的】

変化、向上 ・図書館は利用者が使いやすいようにインターネットで本の予約や延

長ができるようになった。

・図書館は自動貸出機を使い 年前よりも利用者が借りやすい環境に

なった。

・図書館は、情報ネットワークを取り入れ、機械を使うことで簡単に

本の検索ができるなど利用者が利用しやすくなった。

・図書館は情報ネットワークでつながることで、図書館に行かなくて

も本の予約をしたり、図書館の情報を知ることができたりするなど

利用者にとって便利になった。

・ 年間で図書館は情報ネットワークを使うようになったため、短時

間で多くの人が色々な本を借りられるようになったり、楽に本の検

索ができるようになったりした。

ま

と

め

る

第
七
時

私たちの生活は、情

報ネットワークの働

きにより、どのよう

に変化したのかまと

めよう。

＜ノートの記述＞

・わたしたちの生活は、情報ネットワークの働きにより、救急患者の

命を助けられたり、災害時の防災にも役立てられたりするなど便利

で安全になった。

・わたしたちの生活は、情報ネットワークの働きにより、図書館のよ

うに普段の生活をよりよく過ごせるようになったり、防災ネットワ

ークを生かし、安心して過ごせたりできるようになった。

・わたしたちの生活は、情報ネットワークの働きにより、患者さんの

命を守れたり、災害が起こったときなどより早く正確な情報を受け

取れたりできるようになるなど安全性が高まった。

【獲得させたい知識】 
図書館を利用する人は、情報ネットワークの働きにより、自宅からでも

借りたい本の検索や予約、本や資料のリクエストができるだけでなく、

休館日や本の情報なども得ることができ、便利になった。 

教師の分析 獲得させたい知識 

＜考察＞ 
調べる段階で「事実について調べる活動」と「調べたことを基に考える活動」を意図的に１時間の授

業展開の中に設定することで、情報ネットワークの働きによる変化（事実）、公共サービスの向上が実

現していること（意図・目的）について考えられており、確かな理解をしている。 

教師が時間的な視点で問

いを設定し、児童に変化に

ついて考えさせた。 

社会的事象の意味を考えさ

せるために、情報ネットワ

ークの働きと国民生活との

関連について考えられるよ

うな学習課題を設定した。 【社会的事象の意味】 
わたしたちの生活は、情報ネットワークの働きにより、素早く確実な

情報を得ることができるようになり、便利で安全なものになった。 

＜考察＞ 
調べる段階で確かな知識を積み重ねたことにより、まとめる段階では、医療や防災などでも情報ネット

ワークが生かされているという、社会的事象の事実を関連付けて考察し、情報ネットワークの働きによ

って、わたしたちの生活が向上しているという、社会的事象の意味を考えることができている。 
 

【実践２】 小単元名「広がる情報ネットワーク」
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Ⅶ 研究の成果

追究の視点や方法を用いた授業づくり

① 追究の視点や方法を用いた教材分析と、問いの設定

教師が追究の視点や方法を明確にした教材分析を行い、学習問題や各時間の問いを設定

することで、児童は何を調べ、考えたらよいか見通しをもって調べることができた。

② 設定した問いを児童にもたせる工夫

各時間の問いを児童にもたせるための資料を準備したり、思考の方向付けとなる発問を

工夫したりすることで、児童の確かな理解につながった。

米作りが盛んな地域 水産業の盛んな地域

児 おいしいお米を作るためには雑草をとったり、

農薬をまいたりして大変なんだなと思った。

漁師の人々は漁法を魚の習性に合ったものを選

び、効率的に獲って新鮮なまま運んでいる。

児 お米作りは一年を通じての作業や工夫、努力を

して出荷されている。

漁師の人々は魚の習性を利用して効率的に漁を

したり、港に運ぶまでに殺菌した海水につけたり

して、鮮度を保つ工夫をしている。

確かな理解のための指導の工夫

調べる段階において、１単位時間ごとの学習の展開を、「事実について調べる」活動と「調

べたことを基に考える」活動を意図的に位置付けることで、社会的事象の事実にその意図や

目的を含んだより確かな理解をすることができた。

調べる段階で身に付けた確かな理解を基にすることで、国土の環境や我が国の産業におけ

る社会的事象の意味について考え、表現することができる児童が増えた。

Ⅷ 研究の課題

〇 追究の視点や方法を明確にした教材分析をすることで、学習問題や各時間の問いを設定

することができた。今後も追究の視点や方法を、実際の授業における具体的なレベルにま

で落とし込んでいくとともに、より多くの単元で明確にしていく。

〇 調べる段階については、各時間の追究の視点や方法を明確にした本時の問い（めあて）

を設定することで、充実して研究を行うことができた。今後は５年生でも研究対象をまと

める場面に広げ、それまでに身に付けてきた確かな理解を基に、比較・分類・関連付け・

総合して考察することによって意味を考える場面についても研究していきたい。

＜児童の変容＞（実践記録１と同様の学級） 
上記①について、児童のノートを分析したところ、1学期には教師の意図したことを調べ

ることが難しかったこともある児童が、追究の視点や方法を明確にした教材分析と問いの設
定により、記述する内容が大きく外れることがほとんどなくなっていた。この結果から児童
は何を調べ、考えればよいかを分かった上で見通しをもって調べる活動に取り組めるように
なった。 

 

＜児童の変容＞（実践記録２と同様の学級） 
6 月「米づくりのさかんな地域」単元終末の児童の記述を分析したところ、「米づくりが

わたしたちの食生活を支えている」という社会的事象の意味を考えられていた児童は 23 人
中 2人であった。 
しかし、研究が進んだ 11 月「広がる情報ネットワーク」の単元終末の児童の記述では、

情報ネットワークの働きが、わたしたちの生活を向上させているという社会的事象の意味を
考えられる児童が増えた。 
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Ⅶ 研究の成果
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教師が追究の視点や方法を明確にした教材分析を行い、学習問題や各時間の問いを設定

することで、児童は何を調べ、考えたらよいか見通しをもって調べることができた。

② 設定した問いを児童にもたせる工夫

各時間の問いを児童にもたせるための資料を準備したり、思考の方向付けとなる発問を
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る社会的事象の意味について考え、表現することができる児童が増えた。

Ⅷ 研究の課題

〇 追究の視点や方法を明確にした教材分析をすることで、学習問題や各時間の問いを設定
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〇 調べる段階については、各時間の追究の視点や方法を明確にした本時の問い（めあて）

を設定することで、充実して研究を行うことができた。今後は５年生でも研究対象をまと

める場面に広げ、それまでに身に付けてきた確かな理解を基に、比較・分類・関連付け・

総合して考察することによって意味を考える場面についても研究していきたい。

＜児童の変容＞（実践記録１と同様の学級） 
上記①について、児童のノートを分析したところ、1学期には教師の意図したことを調べ

ることが難しかったこともある児童が、追究の視点や方法を明確にした教材分析と問いの設
定により、記述する内容が大きく外れることがほとんどなくなっていた。この結果から児童
は何を調べ、考えればよいかを分かった上で見通しをもって調べる活動に取り組めるように
なった。 

 

＜児童の変容＞（実践記録２と同様の学級） 
6 月「米づくりのさかんな地域」単元終末の児童の記述を分析したところ、「米づくりが

わたしたちの食生活を支えている」という社会的事象の意味を考えられていた児童は 23 人
中 2人であった。 
しかし、研究が進んだ 11 月「広がる情報ネットワーク」の単元終末の児童の記述では、

情報ネットワークの働きが、わたしたちの生活を向上させているという社会的事象の意味を
考えられる児童が増えた。 

第６学年分科会研究主題

Ⅰ 研究主題設定の理由

第６学年社会科では、全体研究主題を受け、「社会的事象の意味や特色を考える」児童を育

成するために、児童が意欲的に調べ、考え、表現しながら学習を進め、その中で自分と社会

の関わりについて考えさせることが、社会的事象の意味や特色を考えさせることにつながる

と考えた。そのためにどのようなことが必要か、本分科会において第６学年児童の実態を調

査し、結果を分析した。その結果、以下３点の注目すべき実態が見いだされた。

１ 知識理解の定着は見られるが、課題に対して主体的に考えることができていない。

２ 学習内容を自分事として捉えたり社会生活に活用しようと考えたりする意識が低い。

３ 社会への参画意識が希薄な児童が多い。

この実態の理由として、これまでの各研究員の授業が原因の一つとして考えられる。例え

ば、社会的事象について調べまとめ、確かな社会認識を目指して行われてきた。しかし、自

分と社会との関わりにいて考察することは、教材の設定や資料精選などに課題があり、十分

であったとは言えなかったと考えられる。

一方、「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」には、今後目指すべき児

童像として、「社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通し

て、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に生きる平和で民主的な国家及び社会の形

成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を養うこと」や「社会にみられる課題を把握し

て、社会の発展を考えられること」が挙げられている。本分科会ではこれらのことに加え、

第６学年の発達段階や学習内容も踏まえながら、自分と社会との関わりを主体的に考えてい

く力を育成する必要があると考えた。そこで、歴史学習、政治学習、国際理解学習を通して、

児童に社会との関わりについて考えさせていくことを研究の中心におくこととした。

歴史学習においては、小単元ごとに積み重ねた「社会との関わりについての考え」を、歴

史学習の終末で関連付け・総合させる。そうすることで、社会的事象の意味や特色をつなげ

させ、歴史学習を通した社会との関わりについて児童に考えさせることができると考えた。

政治単元、国際理解単元においては、１単位時間ごとに「社会との関わり」を考えさせら

れるよう、指導計画を作成する。１単位時間ごとの児童の思考を小単元の「まとめる」段階

において関連付け・総合させることで、社会的事象の意味や特色を考える児童が育成できる

と考えている。以上のことから、本分科会では研究主題を設定した。

Ⅱ 研究の仮説

社会との関わりについて考えている姿を明確化し、追究の視点や方法を意図的に活用すれ

ば、児童の思考に則した問題解決的な学習活動の展開ができる。そして現代社会とのつなが

りや課題について主体的に考え、表現できる児童が育つであろう。 
 
 

社会との関わりについて考えさせるための指導の工夫
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Ⅲ 研究構想図

【児童の実態】

・ 知識、理解の定着は

みられるが、課題に対

して主体的に考える

ことができていない。 
・ 思考判断したことを

説明することに苦手

意識をもっている。 
・ 社会への参画意識が

希薄である。 
 

【育てたい児童像】

社会との関わりについて考え、表現することのできる児童 

【研究仮説】

社会との関わりについて考えている姿を明確化し、追究の視点や方法を意図的に活用す

れば、児童の思考に則した問題解決的な学習活動の展開ができる。そして、現代社会との

つながりや課題について主体的に考え、表現できる児童が育つであろう。 

【研究の内容・手だて】

 

第６学年の目標・内容 

〔小学校学習指導要領〕 
社会 目標

社会生活についての

理解を図り、我が国の国

土と歴史に対する理解

と愛情を育て、国際社会

に生きる平和で民主的

な国家・社会の形成者と

して必要な公民的資質

の基礎を養う。 
 

１ 研究の視点や方法を用いた授業づくり

(1)「活用シート」の作成…社会との関わりを強く意識させる時間における発問・資料
の提示等について検討し、実際の授業において活用す

る。 
(2)「考察シート」の作成… 追究の視点や方法の活用が、社会との関わりについて考

えること等に有効であったかを考察する。考察の結果

明らかになった改善点等を次時の授業計画に活用す

る。 

② 社会との関わりを考えさせる授業の工夫

(1)目標となる児童の姿の設定… 歴史、政治、国際理解学習における「社会との関わり

について考えている児童の姿」を定義した。 
(2)教材の開発、工夫… 各小単元の中に、社会との関わりを一層深く考えられるよう

な時間を設定した。 
(3)発問の工夫… 社会との関わりを考えさせるために、追究の視点や方法を活用でき

る発問を工夫した。 

【第６学年分科会研究主題】

社会との関わりを 

考えさせるための指導の工夫 
 

【全体研究主題】
社会的事象の意味や特色を 

考える児童の育成 
～追究の視点や方法を 

活用した指導法の工夫～ 
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社会との関わりについて考え、表現することのできる児童 
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社会との関わりについて考えている姿を明確化し、追究の視点や方法を意図的に活用す

れば、児童の思考に則した問題解決的な学習活動の展開ができる。そして、現代社会との
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１ 研究の視点や方法を用いた授業づくり

(1)「活用シート」の作成…社会との関わりを強く意識させる時間における発問・資料
の提示等について検討し、実際の授業において活用す

る。 
(2)「考察シート」の作成… 追究の視点や方法の活用が、社会との関わりについて考

えること等に有効であったかを考察する。考察の結果

明らかになった改善点等を次時の授業計画に活用す

る。 

② 社会との関わりを考えさせる授業の工夫

(1)目標となる児童の姿の設定… 歴史、政治、国際理解学習における「社会との関わり

について考えている児童の姿」を定義した。 
(2)教材の開発、工夫… 各小単元の中に、社会との関わりを一層深く考えられるよう

な時間を設定した。 
(3)発問の工夫… 社会との関わりを考えさせるために、追究の視点や方法を活用でき

る発問を工夫した。 

【第６学年分科会研究主題】

社会との関わりを 

考えさせるための指導の工夫 
 

【全体研究主題】
社会的事象の意味や特色を 

考える児童の育成 
～追究の視点や方法を 

活用した指導法の工夫～ 
 

Ⅳ 研究の内容

１ 追究の視点や方法を用いた授業づくり 

児童が追究の視点や方法を用いて社会的事象を確かに捉え、社会との関わりを考えられる
ようにすることができると考えた。

また、本分科会では「社会との関わり」を強く意識させたい時間を設定した。その理由は、
全ての学習において「社会との関わり」を考えた授業展開は適切ではないと考えたからであ
る。その具体的取り組みとして、二つの手だてを講じた。

「追究の視点や方法 活用シート」の作成
本研究ででは、どの小単元でも予め「追究の視点や方法」を明確にして学習を行うことと

していく。児童の思考に即した問題解決的な学習活動の展開ができるよう、『活用シート』を
作成した。シートには、「学習課題」、「追究の視点や方法を活用させる発問」、「追究の視点や
方法」、「扱う資料」、単元終了時に目指す児童の「ゴールの姿」を示した。

『追究の視点や方法 活用シート』 例：明治時代「新しい時代の幕開け」 授業実践より

※このシートは、歴史単元（時代毎）、政治単元、国際理解単元の全てで作成する。

 

黒の太枠は、単元の

中で、特に社会への

関わりを強く考え

させたい時間。

追究の視点や方法を

活用させるための、

中心となる発問。

追究の視点や方法を活

用さえるための資料。

視→追究の視点

・位置や空間的な

広がり

・時期や時間の経過

・事象や人々の

相互関係

方→追究の方法

・比較・分類

・総合

・関連付け

 

単元終末で目指す児

童の姿を、児童の言

葉で書き表す。
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「追究の視点や方法 考察シート」の作成

追究の視点や方法活用シートにおける計画が、妥当なものであったかを検証するために、

『追及の視点や方法 考察シート』を作成した。考察シートは、「追究の視点や方法」、「中心

となる学習活動・主な児童の反応」、「追究の視点や方法の有用性」、「児童のゴールの姿」の

四つの項目から構成されている。このシートで児童を見とり、毎時間の授業を考察すること

で、活用シートの内容の見直しを図った。

『追究の視点や方法 考察シート』 例：「武士の世の中へ」（１単位時間目／全５時間）

ねらい：武士の生活や武士と貴族の違い、思いや願いに関心をもちその生活を予想し、学習問題を考える。

追究の視点や方法 中心となる学習活動・児童の反応 考察（追究の視点や方法の有用性について）

活動・資料・発問－資
料
・武士のやかたの様子
（想像図）
・都の貴族のやしきの様
子

（想像図）
追究の視点や方法－
【時期や時間の経過】
追究の視点や方法
【比較・分類【関連】
・観点①：貴族と比べて
・観点②：人々の様子
・観点③：建物の様子
・観点④：その他
意図
・興味を喚起させる。
・変化をとらえさせる。
・問題を発見させる。

Ａ児：観点①についての記述…８個
観点②についての記述…４個
観点③についての記述…４個

予想「貴族よりも質素で、自分の領地を守
るために、戦いに備えている
生活。」

Ｂ児： 観点①についての記述…３個
観点②についての記述…３個
観点③についての記述…２個

予想「武士の暮らしは貧しが、日々戦
の準備は欠かさず、戦をよくお
こなっていた生活。」

Ａ児は、前時代の貴族の暮らしと比較して
多くの記述がみられた。
物見やぐら、田畑など、特に土地活用の仕

方の比較から「戦いに備えている。」「自給
自足→質素で武芸中心ではないか。」など武
士の生活について具体的に予想を立てること
ができている。
Ｂ児は、各観点を関連させて考えている記

述が多くみられた。
具体的には「牛車を使わない。」「人々

の服装が派手ではない。」「人口が少ない。」
「田畑が多く、山の中にある。」「働いて
いる人が多い。」→「これらのことから、
貴族よりも貧しい暮らしだろう。」といっ
た記述である。

児童のゴールの姿

ゴールの姿到達人数

源頼朝、義経たちの働きによって、武士による政治が始まった。頼朝は「御恩と奉公」とい
う主従関係によって武士を統一した。

人／ 人

２ 社会との関わりを考えさせる授業の工夫 
社会との関わりについて考えている児童の姿の設定
本研究では、「社会との関わり」を考えている児童の姿を、学習指導要領に示されている

第６学年の目標と内容をもとに、各学習において具体的に定義した。

社会との関わりについて考えている児童の姿

 
 
 
 
 
 

教材の開発、工夫
社会との関わりを意識させたい時間を意図的に設定するために、新たに教材を開発したり、
教材との出会わせ方を工夫したりした。  
発問の工夫 
社会との関わりを考えさせたい場面において「なぜ」「どうして」等の発問を設定した。こ
れまでの学習を総合したり関連付けたりして、ねらいに迫れるであろうと考えた。 

【歴史学習】
①過去のできごとを現在及び将来の発展に生かそうとする児童
②自分たちの生活は、長い間の我が国の歴史や先人たちの働きの上に成り立っていることを考える児童

【政治学習】
①政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることを考える児童
②我が国の民主政治は日本国憲法の基本理念の考え方と深くかかわっていることを考える児童

【国際理解学習】
①外国の人々の文化や習慣の違いに触れ、その違いを理解し尊重することの大切さを考える児童
②平和な国際社会の実現のために我が国が果たしている役割を考える児童  

（活動）武士の館の想像図から気が付いたことを書き交流した後武士の生活を予想す

る。

 
（児童の反応）資料から予想した武士の生活
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「追究の視点や方法 考察シート」の作成

追究の視点や方法活用シートにおける計画が、妥当なものであったかを検証するために、

『追及の視点や方法 考察シート』を作成した。考察シートは、「追究の視点や方法」、「中心

となる学習活動・主な児童の反応」、「追究の視点や方法の有用性」、「児童のゴールの姿」の

四つの項目から構成されている。このシートで児童を見とり、毎時間の授業を考察すること

で、活用シートの内容の見直しを図った。

『追究の視点や方法 考察シート』 例：「武士の世の中へ」（１単位時間目／全５時間）

ねらい：武士の生活や武士と貴族の違い、思いや願いに関心をもちその生活を予想し、学習問題を考える。

追究の視点や方法 中心となる学習活動・児童の反応 考察（追究の視点や方法の有用性について）

活動・資料・発問－資
料
・武士のやかたの様子
（想像図）
・都の貴族のやしきの様
子

（想像図）
追究の視点や方法－
【時期や時間の経過】
追究の視点や方法
【比較・分類【関連】
・観点①：貴族と比べて
・観点②：人々の様子
・観点③：建物の様子
・観点④：その他
意図
・興味を喚起させる。
・変化をとらえさせる。
・問題を発見させる。

Ａ児：観点①についての記述…８個
観点②についての記述…４個
観点③についての記述…４個

予想「貴族よりも質素で、自分の領地を守
るために、戦いに備えている
生活。」

Ｂ児： 観点①についての記述…３個
観点②についての記述…３個
観点③についての記述…２個

予想「武士の暮らしは貧しが、日々戦
の準備は欠かさず、戦をよくお
こなっていた生活。」

Ａ児は、前時代の貴族の暮らしと比較して
多くの記述がみられた。
物見やぐら、田畑など、特に土地活用の仕

方の比較から「戦いに備えている。」「自給
自足→質素で武芸中心ではないか。」など武
士の生活について具体的に予想を立てること
ができている。
Ｂ児は、各観点を関連させて考えている記

述が多くみられた。
具体的には「牛車を使わない。」「人々

の服装が派手ではない。」「人口が少ない。」
「田畑が多く、山の中にある。」「働いて
いる人が多い。」→「これらのことから、
貴族よりも貧しい暮らしだろう。」といっ
た記述である。

児童のゴールの姿

ゴールの姿到達人数

源頼朝、義経たちの働きによって、武士による政治が始まった。頼朝は「御恩と奉公」とい
う主従関係によって武士を統一した。

人／ 人

２ 社会との関わりを考えさせる授業の工夫 
社会との関わりについて考えている児童の姿の設定
本研究では、「社会との関わり」を考えている児童の姿を、学習指導要領に示されている

第６学年の目標と内容をもとに、各学習において具体的に定義した。

社会との関わりについて考えている児童の姿

 
 
 
 
 
 

教材の開発、工夫
社会との関わりを意識させたい時間を意図的に設定するために、新たに教材を開発したり、
教材との出会わせ方を工夫したりした。  
発問の工夫 
社会との関わりを考えさせたい場面において「なぜ」「どうして」等の発問を設定した。こ
れまでの学習を総合したり関連付けたりして、ねらいに迫れるであろうと考えた。 

【歴史学習】
①過去のできごとを現在及び将来の発展に生かそうとする児童
②自分たちの生活は、長い間の我が国の歴史や先人たちの働きの上に成り立っていることを考える児童

【政治学習】
①政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることを考える児童
②我が国の民主政治は日本国憲法の基本理念の考え方と深くかかわっていることを考える児童

【国際理解学習】
①外国の人々の文化や習慣の違いに触れ、その違いを理解し尊重することの大切さを考える児童
②平和な国際社会の実現のために我が国が果たしている役割を考える児童  

（活動）武士の館の想像図から気が付いたことを書き交流した後武士の生活を予想す

る。

 
（児童の反応）資料から予想した武士の生活

 

Ⅴ 実践事例  
小単元名「新しい日本、平和な日本へ」

追究の視点や方法 活用シート

 

歴史学習を終える前に、現在から未来について
考える時間を設定した。

歴
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小単元の目標

戦後、我が国が民主的な国家として出発し、国民の不断の努力によって国民生活が向上し
して国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことや、平和で民主的な国家の一員として世
界の人々と共に生きていくことの大切さについて考える。

学習指導計画（全８時間）

 
◆ねらい ○学習活動 ・児童の反応 学習課題 まとめ □留意点 ●資料 ☆評価

つ

か

む 

①戦後から現代ま

での日本の歩み

について学習問

題を見いだし、予

想を基に学習計

画を立てる。

○絵から終戦直後の日本の様子読み取る。
・青空教室が日本各地で行われていた。

・闇市では、日用品や食料を販売していた。
・アメリカ軍が日本を占領していた。
・買い出し列車というものがあった。

○アメリカの指示によってさまざまな民主改革が行われたこと
について考える。

●絵：焼けあとの街での生
活

●年表

□終戦を迎えたからとい
って、すぐに平和なくら
しができたのではなく、

戦争直後は、苦しい生活
をしていたことを押さ
えるようにする。 

 
☆思・判・表① 
 
 

調

べ

る 

②戦後改革や日

本国憲法の制

定について、必

要な情報を資

料から読み取

っている。

○戦後改革や日本国憲法について調べる。

・民主主義の国として再出発するために、戦後改革が行われた。
・女性に選挙権が保障された。
・日本の進む方向として平民主的で平和主義的な日本国憲法が制

定された。
○調べたことを基にどのような国づくりを目指したか話し合う。

●年表

●写真：女性の投票

●写真：憲法公布記念祝賀

会

□戦争中の生活と比べる

ようにすることで、日本

の発展をより感じられ

るようにする。

☆技①

③日本の国際社会

への復帰や産業

の復興について

調べる。
○「サンフランシスコ平和条約」や「国際連合への加盟」「産業
の復興」について調べる。

・ 年に カ国と平和条約を結んだ。

・ 年に占領が終わり、主権を回復した。
・ 年に国際連合への加盟が認められた。 
・アメリカの協力や国民の努力によって産業が復興し、生活が向

上した。 
○調べたことを基に、日本の国際社会復帰・復興はどのようにし
て行われたのか話し合う。

●年表

●写真：サンフランシスコ

平和条約調印

●グラフ：電化製品の普及

□年表を読み取ることで

日本と世界の国々がど

のような関わりがあっ

たのか考えることがで

きるようにする。 
☆技②

④１９６４年 東京

大会の開催につ

いて調べる。

○1964年の東京大会ついて調べる。
・東海道新幹線・高速道路 ・公害

●年表

●映像：東京大会

●写真：東海道新幹線

●写真：工場群

□調べたことを年表にま

とめ、短い期間に急速に

発展していることに気

付かせる。

☆技②

1964 年 東京大会にはどのような良い面と悪い面が
あったのか。 

東京大会をきっかけに、日本は経済の高度成長を続

けたが、そのかげで公害などの環境問題が起こった。 

日本はどのようにして国際社会に復帰し、産業を復興 
させていったのか。 

日本は、アメリカの協力や国民の努力によって国際社

会に復帰し、産業を復興させ、生活を向上させていっ

た。 

日本は復興のため、国内でどのような改革を行い、 
どのような国づくりを目指したのか。 

日本は、日本国憲法や戦後改革によって、 
平和で民主的な国づくりを目指した。 

終戦直後の日本はどのような様子だったのだろうか。 

アメリカ軍に占領されてから行われた改革により、 
日本は大きく変わっていった。 

 学習問題：戦争が終わってからどのようなことがあり、日本はどのように変わっていくのか。 
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小単元の目標

戦後、我が国が民主的な国家として出発し、国民の不断の努力によって国民生活が向上し
して国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことや、平和で民主的な国家の一員として世
界の人々と共に生きていくことの大切さについて考える。

学習指導計画（全８時間）

 
◆ねらい ○学習活動 ・児童の反応 学習課題 まとめ □留意点 ●資料 ☆評価

つ

か

む 

①戦後から現代ま

での日本の歩み

について学習問

題を見いだし、予

想を基に学習計

画を立てる。

○絵から終戦直後の日本の様子読み取る。
・青空教室が日本各地で行われていた。

・闇市では、日用品や食料を販売していた。
・アメリカ軍が日本を占領していた。
・買い出し列車というものがあった。

○アメリカの指示によってさまざまな民主改革が行われたこと
について考える。

●絵：焼けあとの街での生
活

●年表

□終戦を迎えたからとい
って、すぐに平和なくら
しができたのではなく、

戦争直後は、苦しい生活
をしていたことを押さ
えるようにする。 

 
☆思・判・表① 
 
 

調

べ

る 

②戦後改革や日

本国憲法の制

定について、必

要な情報を資

料から読み取

っている。

○戦後改革や日本国憲法について調べる。

・民主主義の国として再出発するために、戦後改革が行われた。
・女性に選挙権が保障された。
・日本の進む方向として平民主的で平和主義的な日本国憲法が制

定された。
○調べたことを基にどのような国づくりを目指したか話し合う。

●年表

●写真：女性の投票

●写真：憲法公布記念祝賀

会

□戦争中の生活と比べる

ようにすることで、日本

の発展をより感じられ

るようにする。

☆技①

③日本の国際社会

への復帰や産業

の復興について

調べる。
○「サンフランシスコ平和条約」や「国際連合への加盟」「産業
の復興」について調べる。

・ 年に カ国と平和条約を結んだ。

・ 年に占領が終わり、主権を回復した。
・ 年に国際連合への加盟が認められた。 
・アメリカの協力や国民の努力によって産業が復興し、生活が向

上した。 
○調べたことを基に、日本の国際社会復帰・復興はどのようにし
て行われたのか話し合う。

●年表

●写真：サンフランシスコ

平和条約調印

●グラフ：電化製品の普及

□年表を読み取ることで

日本と世界の国々がど

のような関わりがあっ

たのか考えることがで

きるようにする。 
☆技②

④１９６４年 東京

大会の開催につ

いて調べる。

○1964年の東京大会ついて調べる。
・東海道新幹線・高速道路 ・公害

●年表

●映像：東京大会

●写真：東海道新幹線

●写真：工場群

□調べたことを年表にま

とめ、短い期間に急速に

発展していることに気

付かせる。

☆技②

1964 年 東京大会にはどのような良い面と悪い面が
あったのか。 

東京大会をきっかけに、日本は経済の高度成長を続

けたが、そのかげで公害などの環境問題が起こった。 

日本はどのようにして国際社会に復帰し、産業を復興 
させていったのか。 

日本は、アメリカの協力や国民の努力によって国際社

会に復帰し、産業を復興させ、生活を向上させていっ

た。 

日本は復興のため、国内でどのような改革を行い、 
どのような国づくりを目指したのか。 

日本は、日本国憲法や戦後改革によって、 
平和で民主的な国づくりを目指した。 

終戦直後の日本はどのような様子だったのだろうか。 

アメリカ軍に占領されてから行われた改革により、 
日本は大きく変わっていった。 

 学習問題：戦争が終わってからどのようなことがあり、日本はどのように変わっていくのか。 

 

⑤平和で民主的な

国家の一員とし

て、日本が抱え

る問題や、より

よい社会のあり

方について考え

をもつ。 

○現在の日本が抱える問題や果たすべき役割について調べる。
〈国内の問題〉
・人権問題 ・震災復興 ・エネルギー

〈外国との関係に関する問題〉 
・拉致問題 ・領土に関すること 
〈世界の問題〉 
・環境問題 ・戦争、紛争
○調べたことを基に、これから日本はどのような国を目指すべき
か話し合う。

●年表

●写真：震災の様子

●地図

□国内の課題、外国との関

係に関する課題、世界共

通の課題に分類するこ

とで、様々な問題がある

ことを多角的に考えら

れるようにする。

☆関・意・態①

⑥２０２０年オ

リンピック・パ

ラリンピック

東京大会の意

義について考

えをもつ。

○2020年オリンピック・パラリンピック東京大会のねらいを考
える。

・【海外との関係】 
外国との関係を深め、さらに国際貢献したいから。 

・【震災復興】 
震災の復興をアピールしたいから。 

●年表

●写真： 年・

年の新幹線

□ 年とそれ以降を国

際社会・経済・インフ

ラ・技術・復興の観点で

比較させる。

☆思・判・表②

ま

と

め

る 

⑦学習問題につい

ての考えをまと

める。 ○今までの学習について振り返る。

○今までの学習で重要だと思う出来事を年表にまとめる。

○年表をもとに、友達と考えを発表し合う。

○学習問題に対する自分の考えを答えを書く。

●年表

□国内の出来事と外国と

の関係の出来事を分け

てまとめさせる。

☆思・判・表②

知・理①

 ⑧歴史を学ぶ意味

について考えを

もつ。 ○年表を使って、学習してきた歴史を振り返る。

○歴史学習を通して、分かったこと・気が付いたこと・思ったこ

とを発表する。

○歴史を学ぶ意味について考え、意見文を書く。

●年表

□人物の働きや文化遺産

の意味に着目させる。

□過去を知るにとどめず、

未来に目を向けさせる。

☆知・理②

今までの学習を振り返り、学習問題に対する考えを書こう。 

戦後の日本は、日本国憲法の制定などの戦後改革を行い、平和で民主的な国家

として出発した。その後も、国民の不断の努力によって国民生活が向上し、国

際社会の中で重要な役割を果たしてきた。そして、 年の東京オリンピッ

ク・パラリンピックを契機によりよい世界に私たちが変えていくことを目指し

ていく。

日本には、どのような問題を抱えているのだろうか。 

日本は、震災からの復興、人権、領土などの国内の問題を

はじめ、外国との関係や世界の問題がある。そして各国と

協力して取り組む国を目指すことが大切だ。 

2020年オリンピック・パラリンピック東京大会はど
んな目的のために行うのだろう。 

＜Ａ児の課題に対する考え＞

日本をさらに発展させ、世界へ平和を発信するためだと思う。平和になるためには、

私たちの世代が世界全体で団結することが必要だ。そして日本をさらに発展させるた

めには、環境問題や他国との関係などの問題を解決していくことが必要だ。

世界には、領土の問題や戦争、紛争、環境問題などまだ解決できていない重大な問

題がある。私は、そのような問題を政治家だけに任せるのではなく、自分で何ができ

るのかを常に考え、自分のため、世界のために行動したいと思う。

 

本単元において、自分の身近な人々も歴史を作ってきた先人なのだということに気付き、
更に未来の日本の姿を考えたことで、これからの社会形成に自ら積極的に関わろうとする意
識をもつことができている。
自分も含めた現在を生きている人々の手で、これからの平和な社会を形成していこうとい

う思いが見られる。つまり、社会への関わりについて考えている姿と言えるであろう。

 

年表を使って、学習してきた歴史を振り返ろう。 
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Ⅵ 研究の成果

１ 追究の視点や方法を用いた授業づくり 
「追究の視点や方法 活用シート」を用いた指導を展開し、「考察シート」で明らかになっ

た改善点をもとに次時の学習の見直しを図っていくことで「ゴールの姿」に到達できる児童

が増えた。  

 
 
２ 社会との関わりを考えられる授業の工夫 

追究の視点や方法を明確にした学習計画を立てることにより、社会との関わりについて考

えようとする児童の姿が見られるようになった。 
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せるような発問を工夫することにより、社会との関わりを意識させることができたと考えて
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